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当社は、経営管理部の主管のもと、事業所の購買部門と
連携しながら、CSR調達を推進しています。

当社は、経営理念に基づき、2022年4月に新たに調達方
針を定め、 取引先をはじめとするステークホルダーの皆様
と共有することで、CSR調達を推進しています。

紛争鉱物の排除を徹底し、環境に配慮したグリーン調達
に取り組みます。
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マネジメント体制

調達方針
1. 関係法令を遵守し、社会倫理に基づき調達活動を行

います。
2. 公平・公正に調達先を選定するとともに、信義誠実に

取引を行い、相互理解と信頼関係の強化・発展に努
めます。

3. 紛争鉱物の排除を徹底し、人権侵害行為等に加担す
る恐れのある物品の調達を行いません。

4. 地球環境の保全に配慮し、調達活動を通じて環境負
荷が低減されるよう努めます。

CSR調査フロー

経営理念・企業行動指針

調達方針

CSR調達ガイドライン

取引先へのCSR調達ガイドライン周知

CSR調査先の選定

取引先でのCSR調査への回答

改善要請・改善支援

取引先での改善活動

責任ある調達の実現

エヌ・イー	ケムキャットは、サプライチェーン全体でCSRに取り組むため、取引先と調達方針および
CSR調達ガイドラインを共有し、取引先と協力して社会課題の解決に取り組んでいきます。

サプライチェーン全体でCSR活動を推進するため、2022
年4月にCSR調達ガイドラインを制定し、環境・人権・法令遵
守など当社のＣＳＲ調達に対する考え方を明確にしました。

エヌ・イー ケムキャットでは、2022年度より、グローバル・
コンパクト・ネットワーク・ジャパン（GCNJ）が開発した「CSR
調達セルフ・アセスメント質問表」を用いたCSR調査を実施
しています。

2023年度は、主要な取引先30社に調査を依頼し26社よ
り回答を受領、回答企業の平均得点率は91％でした。初年
度に比べ調査依頼先を19社から30社に増やし、昨年得点

アフリカのコンゴ民主共和国およびその隣接国で採掘さ
れる、スズ、タンタル、タングステン、金、コバルトなどの鉱物
に関する取引は、武装勢力の資金源となっていることが指
摘されています。

当社は、金、タングステンを使用した製品を製造していま
すが、これらの紛争地域から調達される紛争鉱物を使用し
ないことをＣＳＲ調達ガイドラインに定めています。

また、同地域に限らず、国際社会で問題となっている児童
労働および強制労働などの人権侵害、環境破壊などに関わ
るおそれのある鉱物を調達しないことを定めています。

率が低かった取引先1社に対しては、評価結果を共有すると
ともに改善策を策定・実行し、今回得点率を上げることがで
きました。

今後も毎年CSR調査を実施し、責任ある調達に取り組ん
でいきます。

1.	環境
①環境マネジメントシステム

環境活動を推進するための全般的な管理の仕組みを構
築し、運用する。

②温室効果ガスの削減
事業活動に伴い発生する温室効果ガスの削減活動を推
進する。

③環境負荷低減
大気、水、土壌等の汚染防止に関する各国・地域の法令を
遵守するとともに、継続的に環境負荷物質の削減を行う。

④省資源・廃棄物削減
廃棄物の適正処理・リサイクル等に関する各国・地域の法
令を遵守するとともに、資源の有効活用を行う。

⑤化学物質管理
各国・地域の化学物質に関する法令を遵守する。
製品ライフサイクルの全過程において化学物質を厳格
に管理し、環境汚染・人体への悪影響を防止する。

2.	品質
①品質保証体制の構築

製品の品質および安全を確保するための品質管理体制
を構築し、継続的な品質改善活動を行う。

②製品の安全確保
不良品発生時には安全性確保に向けた適時の情報共有、
原因究明、再発防止策の徹底等の適切な対応を行う。

3.	人権
①差別の禁止

人種、信条、性別、社会的身分、門地、性的指向、性自認、
障がいの有無等を理由として、求人、採用、処遇等の差別
を行わない。

②非人道的な扱いの禁止
従業員の人権を尊重し、セクシャルハラスメント、パワー
ハラスメント、いじめ等の職場環境を悪化させる行為を
許容しない。

③強制労働・児童労働の禁止
全ての社員を自発的な意思に基づいて雇用し、強制的に
労働させず、自由に離職できることを保証する。
各国・地域の法令による就業可能年齢に達しない児童に
労働を行わせない。

④労働時間の遵守と賃金の確実な支払
各国・地域の法令にて定められる労働時間の上限規制を
遵守するとともに、最低賃金、超過勤務手当、出来高賃金
等の給与等に関する規制を遵守する。

⑤結社の自由
各国・地域の法令に基づき、社員が自由に結社する権利
または結社しない権利を認める。

⑥安全健康な労働環境
職場の安全衛生を確保し、事故・災害の未然防止に努める。

4.	原材料調達
①紛争鉱物

児童労働および強制労働をはじめとする人権侵害、環境
破壊に関わるおそれのある鉱物、武装勢力などの資金源
となるおそれのある鉱物の調達は行わない。

②人権侵害への関与が強く疑われる原材料
強制労働等の重大な人権侵害を行っていることが強く疑
われる企業（ないし同企業と取引のある企業）と取引関係
を有しない。

5.	法令遵守
①法令遵守の体制構築

各国・地域の法令を遵守するとともに、コンプライアンス
を推進するための体制を構築する。

②競争法の遵守
各国・地域の競争法を遵守し、不当な取引制限（カルテ
ル、入札談合等）、不公正な取引方法、優越的地位の濫用
等を行わない。

③腐敗防止
政治献金・寄付等は各国・地域の法令に基づき実施し、政
治・行政との公正な関係を構築する。
不当な利益・優遇措置の取得・維持を目的に、ビジネス
パートナーに対して接待・贈答・金銭の授受・供与は行わ
ない。

④知的財産の尊重
自社が保有あるいは自社に帰属する知的財産権を保護
するとともに、第三者が保有する知的財産権に対する侵
害を行わない。

⑤秘密情報の管理・保護
各国・地域の法令に従い、顧客・第三者の機密情報及び個
人情報を管理する体制を構築し、これらの情報の不正な
取得、利用、漏洩を行わない。

⑥反社会的勢力の排除
暴力団や総会屋等の反社会的勢力との関係を持たず、一
切の利益供与を行わない。

⑦輸出取引管理
各国・地域の法令で規制される技術・物品等の輸出に関
し、適切な輸出手続き・管理を行う。

CSR調達ガイドライン

ビジネスパートナーとともに ：	CSR調達 社会　SOCIAL


